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電気量 (Kwh) ガソリン（㍑）軽油（㍑）Ａ重油（㍑）灯油（㍑）ＬＰガス（㎥ ) 水道（m3)

Ａ

平成 13 年度
( 基準年度 )

665,749 11,721 15,381 57,400 13,289 3,331 18,064

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

Ｂ

平成 15 年度
( 対基準年度 )

590,133 12,728 25,552 54,400 9,125 3,247 13,709

89% 109% 166% 95% 69% 97% 76%

削減率 11% － 9％ － 66% 5% 31% 3% 24%

ISO14001　取り組み実績

※電気量等の数値は、EMS サイト（役場庁舎や出先機関など取り組みの範囲）の合計です。

環境にやさしい生
くらし

活を目指す
ISO14001の取り組みと、冬季の省エネルギー対策

　役場の全職員は、地球環境への負荷を低減さ

せるため、省資源・省エネや廃棄物の排出削減

など、手引書にそった環境マネジメントシステ

ム (EMS) 活動に取り組んでいます。

　平成 14 年 10 月からこのシステムの運用を

始め、2年が経過しました。この間の取り組み

実績がどのようなものであったのか、表とグラ

フでお伝えします。

取り組んだ結果は…

　表とグラフからもお分かりいただけるように、電気、

灯油、Ａ重油、LP ガス、水道の使用量は基準年度 (

平成 13 年度 ) を下回りましたが、ガソリン、軽油は

基準年度の使用量を上回っています。

使用量増となった原因

◎ガソリン

　公用車の台数が増加したこと

　公用車を使用しての出張が増加したこと

◎軽油

　平成 14 年度から巡回バスの運行が開始されたこと

　などがあげられます。

　この 2項目について、13 年度との比較では増とな

りましたが、14 年度と比較すると、ガソリンは 216

リットルの減 ( 対 14 年度比 1.7％減 )、軽油は 624 リ

ットルの減 ( 同 2.4％減 ) となり、それぞれ使用量は

減っています。

今後の取り組みは…

　目標数値が達成できていない項目については、増と

なった原因を、サイト (ISO14001 に取り組む本庁舎と

すべての出先機関 ) の職員全員で確認し、使用量の削

減に向けたプログラム活動を徹底していきます。

　また、内部環境監査結果をもとに、環境マネジメン

トシステム (EMS) がより適切に運用されるための見

直しをおこない、継続的な環境負荷低減に取り組んで

いきます。

家庭でも簡単にできる !!
ISO の取り組みに学ぶ省エネの技

　環境 IOS14001 の取り組みは、決して特別な

ものではありません。日々の小さなこころがけ

が、全体として、大きな成果につながります。

　ご家庭の光熱費の節約のためにも、ぜひ実践

してみてください。

室内では…

◎エアコン・ガス・石油ファンヒーターなどの

　暖房器具は、室温が高くなりすぎないよう、

　20℃程度に設定し、不必要なつけっぱなしを

　やめましょう。

◎空いた部屋の電灯はつけっぱなしにせず、こ

　まめに消灯しましょう。

◎電気製品を使用していないときは、主電源を

　切り、コンセントをプラグから抜く習慣をつ

　けましょう ( 待機電力の消費を防ぐため )

水まわりでは…

◎温水洗浄便座は、温度設定をこまめに調節し、

　使わないときはふたを閉めるようにしましょ

　う。( 便座の放熱を防ぐため）

◎食器を洗うときには、給湯器の給湯温度を低

　くしましょう。

外出時には…

◎駐停車時のアイドリングストップをこころが

　けるとともに、急発進・空ぶかしなどをしな

　い「エコドライブ」をこころがけましょう。

◎タイヤの空気圧の適正化をはじめ、自動車の

　点検整備をきちんとおこないましょう。

みなさんへのお願い

　ISO14001 をはじめとする、名和町役場の環境保護への取

り組みは、決して行政だけで完結するものではありません。

　かけがえのないふるさとの自然を守り、素晴らしい地球環

境を次の世代へ残していくために…環境保護を「自分たち一

人ひとりの問題」として意識し、日々の暮らしの中から、「自

分にできること」をはじめていってください。 0
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